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食育に基づいた総合的な学習の検討 
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概要 
「食育」等も行われる総合学習等の一つである調べ学習は，一般的にグループ単位
で文献や聞き取り調査を行い，調べたことをまとめ発表することが多い．食育にも大
きな成果をもたらすものと言われている１）．しかし，食育の課題内容によっては学習
者である子ども達のモチベーションを維持することが困難となり，グループによる学
習成果の違いが現れてしまうことがある．これは、食育指導する側の意図や学習目標
と実際の学習者の成果にかなりの差やズレが生じてしまうことが指摘されている．  
体験学習に比べ調べ学習は地味な学習である．学習者に忍耐を必要とさせ，明確な
動機付けを見いだせないまま学習意欲を持続させるのは容易なことではない．しかし，
調べ学習の成果が次のステップである体験学習の課題へと展開あるいは体験学習の要
素があれば，学習者のモチベーションも維持されるのではないかと考えた． 
キーワード：食育，調べ学習，体験学習，総合学習，放課後学童クラブ 
1. はじめに 
 インターネットの普及は，これまでの「食育」等も行われる総合学習に含まれる調べ学習に変
化をもたらした．旧来の調べ学習では，図書館等における文献検索や学習者の行動範囲内におけ
る実地調査が，その主体であった．ところが，Web サイトの充実と検索エンジンの発達は，これ
までの限られた方法とは異なり，ネットワークを通じて豊富な情報を得ることを可能にした． 
 さらに，調べ学習の調査結果や体験学習をまとめ，その成果を発表する方法においてもインタ
ーネットを無視することはできなくなってきた．これまでの紙上による成果発表から，Webサイ
トによる方法が可能となったからである．しかし，Webサイトによる成果発表のためには，文字
ばかりではなく画像などのWebページに掲載するコンテンツの準備が必要である．ＩＴ技術の進
歩によってだれでもどこでもカメラ付き携帯電話によって撮影できるようになった．しかし，記
録として撮影するにはそれなりの配慮や工夫が必要である． 
2. 総合学習 
 小中学校では2002年の４月から「総合的な学習の時間」において情報の授業が様々な教育現場
で実施されている．また2005年6月に「食育基本法」ならびに「食育推進基本法」が制定され、
学校における食育の位置づけが確立し２）総合学習の中で食育が行われることも多くなった．小学
校の早い段階から情報教育を実施し，各段階で体系的に組み立てたカリキュラムは，学習者に与
える食育の教育にも効果が大きいと期待されている． 
「食育」等も行われる総合学習は教科の枠を超え，学習者自らが自発的に課題に取り組み，周 
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囲の人と関わり合いながら，働きかけていく意欲や行動力が求められる．また，課題をこなして
いく課程で，今まで得られた知識や経験，新しく得られる様々な情報を関連づけて考える．自ら
学び，自ら考え，主体的に判断し行動することが生きる力につながるといわれている． 
2.1 調べ学習 
 調べ学習は一般的にグループ単位で取り組むことが多い．従って，課題の内容によっては学習
者である子供たちの学習意識と指導者の学習目標とかなりの差が生じてしまうことが指摘されて
いる．具体的には，研究テーマを解決するために熱心に取り組む一部の学習者と指導者や友達の
働きかけで仕方なく調べる，あるいはただ何となくその気になって取り組んで調べる学習者であ
る． 
 つまり，ほとんどがそうとは言い切れないがその他大勢組であろうと思われる後者の学習者た
ちが、熱心に取り組む学習者にただ乗りするような学習態度は好ましいことではない．先程述べ
たようにこれらの意識や学習内容の格差を生じさせないようにするにはどうすればよいであろう
か． 
これにはいくつかの対策があるといわれている．一つは，いくつかの課題を調べ上げないと結
論が出ないような適切な課題を提示することである．もう一つは，学習者が自発的に調べるよう
な行動を起こさせ，学習をより発展的に展開できるような課題作りである．このような課題が学
習者にとってよりよい課題であり，指導者はこのような課題を学習者に提示できるよう努めるこ
とを求められる． 
2.2 体験学習 
 体験学習は五感を使って問題発見と問題解決とが相互作用する体験活動である．この活動をと
おして，事実や法則，社会の仕組みなどを修得する学習法である．体験学習が重視される傾向に
ある背景では，現代において学習者が社会にふれる機会が少なくなり，学習者の人間的発達が不
十分であるとの指摘があるためである． 
体験学習では，自然や社会の事物と相互作用することで，人間本来の感性を磨き，他人の多様
な考え方や行動にふれることは豊かな人間性の育成につながる．そして，現場においてその場に
即した判断と行動が要求されるため，学習者のあるがままの実践的態度が育成される． 
また，社会見学や自然体験などの屋外での活動ではグループ行動による組織性が期待できる．
さらに，安全面における観点からは異年齢集団によるグループ学習の形態は，少子化による兄弟
間の交流が少なくなる今日において，役割分担や相互協力をとおして学習者の自治能力が育成さ
れ，自主性と社会性の広がりが期待できる． 
3. 調べ学習と体験学習の連携 
本来ならば食育に関する題材を用いて調べ学習と体験学習の連携を検討するところであるが、
わが国では栄養教諭制度が施行されたのは平成17年4月であり，現在、現場での食教育の環境が整
っているとは言いがたい．ましてや研究的活動を行う余裕のある小学校はなおさらである．そこ
で本研究では，「食育」における調べ学習と体験学習を共通の題材にして「図１ 調べ学習と体
験学習の連携」のように調べ学習と体験学習とを相互に連携を持たせること考えた．また、実験
的な試行をするには様々な制約がある小学校ではなく，自由度が高く研究に協力的な放課後児童
クラブで行った．放課後児童クラブでは調べ学習成果をそれだけにとどめず，次へのステップと
して体験学習への連携を発展させるために方法の検討と調査を行った． 
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調べ学習の成果 
 
 
 
     体験学習のしおり 
  図１ 調べ学習と体験学習への展開 
3.1 調べ学習の記録媒体の検討 
本研究では食育をテーマとした調べ学習を実践するために，毎日の食事を記録することを考え
た．実験に協力してくれる小学校高学年に摂取する実物の食事の成分や分量を計測する「秤量法」
は困難である．しかし，「写真法」によって摂取する栄養素の種類や摂取するエネルギー量を推測
する方法は，十分に妥当で実用性がある方法であるという報告がなされている３）．しかも，摂取
する食事の写真から食事内容を推定する「写真法」よる食事調査法ならば，小学生の高学年や高
齢者でも充分に調査可能である． 
携帯電話に内蔵されたデジタルカメラを使って写真を撮り，E-mailに添付して送受信すること
が一般化してきた．これは、いつでもどこでも写真に撮影して遠隔地に送ることが容易になった
ことを表す．しかも，扱える画像の解像度も向上し，単に風景やポートレートの撮影だけでなく，
文章では説明しきれない情報を画像情報として送り，画像診断システムへの応用が期待されてい
る． 
しかし，いくら携帯電話が普及しているといえども，小学生が全員持っているとは限らな
い．特に小学生に関してはまだ持っていない子どもの方がはるかに多いのではないかと考え
られる．そのような状況では持っている子と持っていない子で，精神的な不公平を感じさせ
てはいけない．従って，カメラ付き携帯の台数を被験者の人数分そろえるのは予算的に負担
が大きいので，他の方法を検討することにした． 
調べ学習を進めていく上で写真法による記録媒体として比較検討したのが表１である．小
学生にとって最も手軽で使い勝手に優れていると思える一つにレンズ付きフィルムが一番軽
くて，使い方も簡単そうに思える．しかし，撮影枚数が２７枚と限られている上に撮影範囲
が１ｍ以上では食事の写真を撮影したときにはピントが合っていない写真になるおそれがあ
る． 
表 1 調べ学習のための記録媒体の比較 
記録媒体 レンズ付きフィルム デジタルカメラ FUJI DS-10 カメラ付き携帯電話 
記録メディア ３５ミリ フィルム  スマートメディア miniSD（microSD） 
画面サイズ  ＶＧＡ（640×480） QXGA（2048×1536） 
画素数 約 3,000 万画素 35 万画素 323 万画素 
撮影枚数 ２７枚 約８８枚 約 1,000 枚 
撮影範囲 １ｍ～無限大 70cm～無限大 約 50cm～無限大 
ストロボ 
（有効撮影距離） 
１～３ｍ 約 0.8～約 3.6m 
自動調光方式 
LED ライト 
ファインダー 逆ガリレオ式ファインダー 実像式光学ファインダー 2.4インチ液晶 
電源 単三乾電池（内蔵） 単三乾電池 2 本 充電式リチウムイオ
ン電池 
重量（ｇ） 90ｇ 160g 110g 
調
べ
学
習 
体
験
学
習 
食事作り 
の手順書 
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それに対してデジタル機器はレンズ付きフィルムに比べて撮影可能枚数が格段に多い．さ
らに，食事の写真撮影は被写体に近づくことが多いため，撮影範囲が広く被写体に近くても
撮影範囲内であることが記録媒体として好ましい． 
今回は，子ども達の学習であることを考慮した目的上，希望する被験者全員が参加できる
ように配慮した．旧型ではあるが台数がそろえやすいデジタルカメラを採用することにした．
採用したデジタルカメラは発売当時の実売価格が 3万円代と高価な製品であった．光学機器
メーカが製造した機種だけあって基本的な作りがしっかりしており，現在でも正常に動作す
る．古い機種のため，操作が比較的簡単で，電源を入れてシャッターを押すだけで撮影がで
きる．自動ストロボが内蔵されており，光量不足の時は自動的にストロボが発光するように
なっている．使い勝手としてはレンズ付き
フィルムと同程度であり，機能が少ないた
め小学生でもすぐに操作することができる． 
台数をそろえる必要から，このデジタル
カメラの購入は，ヤフーオークションを活
用したため１台当たりの取得費用は 3,000
円程度で済んだ．このデジタルカメラを２
回以上使うならば，レンズ付きフィルムよ
りもはるかに運用コストを安くすませるこ
とが期待できる． 
 
図２ 記録用として準備したデジタルカメラ 
 
3.2 食品と器による推測誤差の検討 
 食事調査を行う上では調べ学習としても調査者および学習者である子ども達に作業負担を
軽減させながらも，より精度の高いデータが入手できるような対策が必要である．カメラに
よる視覚媒体の活用方法についてはその有効性が報告されている．しかし，調査の記録者が
食品に対しての情報や知識などが乏しい子ども達であることを考慮するならば，事前に食事
調査の写真を見せて食物摂取状況が正確に記録する方法を事前指導する必要がある． 
食事調査の視覚媒体に関する方法として，カメラ付き携帯電話利用による食事指導なども
行われ始めている．しかし，これらの研究報告では食事記録とカメラによる記録との間の量
的な精度の比較はされている．しかし，子ども達でも食事に出された内容をできるだけ正確
な画像情報として記録する撮影方法やその食品の同定についてはまだ十分な調査や報告がな
されていない． 
そこで今回は写真の活用が有効になるようにはどの様な点に注意して撮影すれば良いのか
を検討する．既存研究では食器など器の違いによって推定重量の精度が左右されることが報
告されており，それらを整理した結果を述べる． 
 図３の弁当箱に詰めた例では，肉，付け合わせの野菜などは観察しやすい．また、冷凍食品な
どのクリームコロッケやエビフライなどは形状がそろっているので，誤差が小さい． 
ところが，筑前煮などの材料が混ざっている煮物などは誤差が大きい．意外にもご飯も多めに
なる．ご飯茶碗に比べると四角形であるためか沢山入るように錯覚するようである． 
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図３ 弁当箱に詰めた例           
 
図４の普通の食器に盛りつけた例では，
食品が見やすいため，魚，付け合わせの
野菜などは観察しやすい．また，茶碗に
盛りつけたご飯は誤差も小さい． 
ところが、お椀の豚汁の誤差が大きい． 
これは，お椀の豚汁の具が重なって隠れ
ているため，正確な具材の推測が難しい
ためである． 
 
 
 
 
図４ 食器に盛りつけた例         
 
図５の丼に盛りつけた例では，ご飯が具
材の食品に隠れているため，ご飯の誤差
が観察者によってブレが大きく異なる． 
しかし，フライや付け合わせの野菜な
どは観察しやすいため，誤差は少なく，
観察者による違いも少ない． 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 丼に盛りつけた例         
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図６の弁当箱に焼きそばを盛りつけた例で
は，ご飯の時と同じように全体的に多めに
なった．弁当箱の大きさに惑わされるため
に，そのほとんどが多めに推測した．また，
単品であるために材料の誤差は小さかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 弁当箱に盛りつけた例         
 
図７の皿に焼きうどんを盛りつけた例では，
観察者による量的な誤差は少ない．また，
単品であるために材料の誤差も小さかった． 
 
 
 
 
 
 
図７ 皿に盛りつけた例         
3.3 誤差を減らす記録方法 
小学生のような学習者が食品を撮影する場合，座ったままで撮影しがちである．食事を摂取す
る時の姿勢の延長として撮影動作になると思われる．その結果，小学生は大人に比べて体格が小
さいため，どうしても横から撮影した画像になってしまう．その結果，食器の高さはわかりやす
いが，盛りつけられた食品の様子が分かりにくいものが多くなりやすい． 
その対策としては，小学生の場合は立って撮影した方がうまく撮影できる．また，撮影時に三
脚を使わないので，シャッター速度が遅い場合は手ぶれをおこしやすい．室内撮影では，必ずス
トロボを自動発光するように設定して使った方がよい．しかし，ストロボを使った場合は光が食
品に反射して食品本来の色が損なわれることが多いが，光量不足にならないためにはやむを得な
いと考える． 
4. 体験学習 
長期にわたる休み期間中、子ども達に調理体験をさせている学童クラブがある。専門家からは
子ども達に調理をさせることは刃物を使うという安全面や食品衛生管理面について憂慮する声が
聞こえる。しかし、保護者からは家庭内で調理を手伝わせる余裕や機会が少なくなっており、む
しろ子ども達に調理経験をさせる良い機会との考えが多い。また、子ども達でも失敗が少ない比
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較的調理が簡単な内容が多い。 
著者らの調査では、夏休み期間中の週に２回ほど実
施しているところが多かった。ほとんどの子ども達は
調理の時間をとても楽しみにしており、積極的に参加
していた。 
衛生面にはかなりの神経を使っており、ほとんどの
食材はその日の朝に調達し、全て使い切るようにして
いる。また、指導員やお手伝いの保護者の管理の下で
行うため、小さな火傷や切り傷はあっても、大きなト
ラブルはないとのことであった。 
  図８ 子ども達の調理の様子 
 
 実際の作業は家庭科の授業で調理経験がある上級生が下級生の面倒を見ながら進めることが多
い。教育の側面から考えると少子化が進み兄弟や弟妹が少ない今日では年齢差がある子ども達の
共同作業は、教える側、教えられる側ともに貴重な体験であるように思う。 
5. Webページ作成 
 学習者を指導する指導者の立場から考えれば，調べ学習の成果発表のために使用できる時間は
限られている．その限られた時間を費やしてまでHTMLオーサリングソフトやFTPソフトの使用方法
の修得に割り当てることに大きな時間ロスが発生する．それは，Webページの作成は調べ学習の成
果やまとめを発表するための手段であって，それらのソフトの使用方法を修得することは，調べ
学習本来の目的ではないからである． 
その対策としては予めテンプレートを作るかブログシステムを利用して，学習者は必要な文字
や画像を貼り付けるだけの状態でWebサイトが構築できるように負担を軽減する対策をとればこ
のような問題を解決できる． 
6. おわりに 
 本研究では，食育をテーマとして総合的な学習を指導し記録する方法を試みた．デジタル機器
の利用は便利であるが，記録道具として使い方の工夫が必要であることが分かった． 
 また，カメラ付き携帯電話などの身近な機器でも正しく扱えば正確に記録できる媒体として，
かなりの成果が期待できることも分かった． 
しかし，必要台数分のデジタルカメラなどの機器をそろえるには費用的な面で制約を受けるこ
とになる．それでも，子ども達には体験できる機会を平等に与えたいとの教育面での配慮を最優
先にしたかった．その対策として，ネットオークションを最大限に活用したことで，限られた予
算内で十分な成果が得られた．今度もネットオークションを積極的に活用しようと思う． 
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